白田 由香利(しろた ゆかり)  
＜担当科目＞
学　部: 情報マネジメント，経営数学I・Ⅱ，経営学特殊講義（データベース・システム構築論I), 
経営学特殊講義(経営数学基礎Ⅰ，Ⅱ)，演習(4年生)，演習(3年生)，演習(2年生)，経営入門演習 

大学院: 経営科学特殊研究Ⅰ，Ⅲ，　経営科学演習I・Ⅳ
＜略歴＞
1977年 3月　学習院女子中等科・高等科卒業
1983年 3月　学習院大学理学部物理学科大学院修士課程修了
1986年 3月　東京大学理学部情報科学科大学院修士課程修了
1989年 3月　東京大学理学部情報科学科大学院博士課程修了
   理学博士号取得
企業にて約10年の研究生活の後，
2001年4月　学習院大学経済学部　助教授

2002年4月　学習院大学経済学部　教授
　なお，2006年9月～2007年3月，イギリス　オックスフォード大学　客員研究員．

＜研究分野＞
経営におけるデータベース・システムの活用
＜主要業績＞

受賞
2007年度　日本経営数学会　奨励賞　「経営数学教育用Web教材の開発」
著書
· 「はじめてのUNIXの本」，シュプリンガー，1982．(英訳，独訳，韓国語訳有り)
· 「データベースおもしろ講座」(共著)，共立出版，1993．(第２8刷り)
論文等
· “Information Modelling for Preference Analysis of Musical Instrument Sounds”, Information Modelling and Knowledge Bases XX. IOS Press, Amsterdam, 2009.
· 「Mapleを使った制約付き最適化問題の視覚的教材」，日本経営数学会誌，Vol. 29, No. 2, 2008年.
· “A Piece of Advice on Development of Virtual Museums of Musical Instruments –Proposals for Educational Use of Museum of Musical Instruments –”, DEWS (Data Engineering Workshop) 2008.

· “Virtual Learning Environment for e-Math System”, Annual Report of Gakushuin University Research Institute for Economics and Management, Vol. 20, 2007．
· 「オックスフォード大学仮想教育環境 WebLearnの報告　－イギリスのVLEシステム－」，DBWS　2007 ，情報処理学会研究報告，2007-DBS-143(14), Jul. 2007.
＜学外での活動＞
所属学会：　
日本経営数学会　監事(2005年度から2006年度），理事 (2007年6月から）
オペレーションズ・マネジメント＆ストラテジー 広報・ウェブ委員(2008年10月より)
日本データベース学会　理事 (2002年7月より2005年度まで） 
日本データベース学会レターズ　編集委員(2002年7月より2004年度まで）
日本生産管理学会　理事(2003年度より2007年4月まで） 
電子情報通信学会　データ工学専門研究会　副委員長 （2005年度）
情報処理学会論文誌: データベース(IPSJ TOD) 編集委員（2005年度） 

＜経営学科の皆様へのメッセージ＞
私は経営数学を担当しております．私の経営数学の授業は４つありますが，今までの方法とは異なる新しい独自の教授法で経営数学を教えています．新しい点は，Mapleによる視覚的解法を教えること，および，推論による問題解法アプローチを教えること，です．学習院大のキャンパス内では，Mapleという数学ソフトウェアが利用できます．Mapleでは方程式を解くこと，グラフ描画などが可能です．連立方程式を代数的に計算で解いた後，視覚的にその点を確かめるという，２つの方法を駆使することで，数学に対する理解が深まるでしょう．数Ⅲはまったくやっていないという人も多いでしょうから，数Ⅰ，数Ⅱの復習から始め,数Ⅲの内容も含めます．今まで分からなかったことも，新しいMapleによるビジュアルな説明を見ることで，分かるようになることを期待しております．

理想は高く，目指すはオックスフォード大学などの少人数による数学の指導です．経営入門演習，経営数学基礎１，２は，少人数教育ですので，先生に質問する時間もたっぷりあります．一人一台のコンピュータでMapleを使いながら，落ち着いて学問をする，という環境を提供しています．まずは言われた通りに手を動かしてMapleの操作をしていれば，合格点はクリアできます．手を動かして，グラフを描かせているうちに，数学の内容自体も必ずや理解できることでしょう．経営学科に入学なさるかたは皆さん優秀な学生さんです．中学高校で数学に苦手意識をもっていた人も，「ものは試し」と経営数学にチャレンジしてください．私の講義はこわくないですから，安心して履修してください．私は皆さんが「Mapleのようなソフトウェアを使って，ビジネスの現場からのデータで即座にモデリングを行い，グラフを描いて，データ分析ができるという経営者」になってくれることを強く強く念じています．講義の詳細はWEBページを参照してください．http://www-cc.gakushuin.ac.jp/~20010570/2008/
　経営数学Ⅰ,Ⅱは履修者が多いので，Mapleの演習はつきません．先生がMapleの教材を大型スクリーンに映すようすを見るのみです．1年生が選択できるMapleの演習付の経営数学の講義は，経営入門演習（白田担当）のみです．経営数学Ⅰを履修するのであれば，経営入門演習（白田担当）を選択すると非常に理解が深まり，有利です．

＜講義・演習の方針＞

　私の担当する講義に共通するキーワードは，データベース構築と経営数学です．経営者として，自分でデータベースを操作し，膨大なデータの中から，利潤につながるセオリーを自分の手で見つけ出していけるスキルを身に付けて頂けたら幸いです．

　白田ゼミでは今，以下のような研究を行っています．（１）楽器データベースと関連して，好きな音のコンジョイント分析，（２）グーグルのキーワード広告に関する研究，（３）e-Stylistというファッション・ナビゲータの研究．

e-Stylistとは，人間のスタイリストに代わって消費者の買い物を支援してくれるナビゲーション・システムのことです．この研究の動機は，自分自身，インターネット・ショッピングをしていて，多数の商品群の中から購入商品を選択しなくてはならず「非常に時間と手間がかかってしまい煩雑で疲れる」と思ったからです．また，現在アドワードを代表とするキーワード広告は，新しい広告方法として注目を集めています．文系の学生としても，データベースのインデックス技術などは理解しておいたほうがよいでしょう．

e-Stylistシステムは，洋服のデータベースが中核ですし，グーグルはWebの検索がキーとなっており，３つのテーマいずれもデータベース関連の研究です．

＜研究テーマ＞

　私はe-Mathという経営数学用Web教材自動作成システムを自作して講義に使っていますが，こうしたe-Learning系の研究がひとつです．また，統計データベース系研究としては，好き・嫌いといった感性的な嗜好に関する分析を行う研究をしています．それから，博物館をWeb上に構築するバーチャル博物館の研究も行っています．オックスフォードからの継続テーマとして，楽器博物館のバーチャル博物館をどう作れば7歳から11歳くらいの子供の教育に効果的であるか，というテーマに興味があります．


